
令和６年２月５日 

青少年問題協議会 第１回専門部会 

教育支援センター研修室 C 

居場所検討について 
 「不登校の要因・原因（なぜ不登校になっているのか）」 

 「不登校の状態（登校の可否、頻度など）」を鑑み、 

 「有効な居場所・あるとよい機能」を事前にお考えいただき、できる限りで結構ですの

で、書き出していただきますようお願いします。 

 ※本資料は当日のご発言メモとしてお使いください。なお、会議当日に提 

出の必要はございません。 

 

《記入欄》 

○要因・原因 

・学校のシステム（集団授業、集団行動、決められた時間で行動するなど）が合わない 

・いじめ、対人関係、学校や教員との関係 

・家庭環境（虐待、機能不全家族、ヤングケアラー、家族の中に発達や知的の障害を持つ

者がいるなど） 

・発達障害や知的障害 

 

○不登校の状態 

・家から出られない 

・教室外登校 

・教室には入れるが、毎日ではない 

・普段は行かないが、イベント(体育祭、文化祭、課外活動など)には参加できる 

 

※上記「要因・原因」「不登校の状態」の各項目に対する「有効な居場所・あるとよい機

能」を以下に記載いたします。 

 

・学校のシステム（集団授業、集団行動、決められた時間で行動するなど）が合わない 

○あるとよい機能 

時間割で決められた集団授業ではなく、本人のペースで学習をおこなったり、個別での学

習支援をおこなったりする。 

人が多い場所が苦手であれば、少人数の居場所を活用する。 

○有効な居場所 

フリースクール、無料学習塾、区の施設（フレンドセンター、まなぽーと、まなぶーす）

など。  



令和６年２月５日 

青少年問題協議会 第１回専門部会 

教育支援センター研修室 C 

・いじめ、対人関係、学校や教員との関係 

○あるとよい機能 

学校内の環境を変える（クラスを変える、転校をするなど）。 

学校外で良好な人間関係を築ける居場所を活用する。 

○有効な居場所 

フリースクール、子ども食堂、無料学習塾、プレーパーク、区の施設（フレンドセンタ

ー、まなぽーと、まなぶーす）など。 

 

・家庭環境（虐待、機能不全家族、ヤングケアラー、家族の中に発達や知的の障害を持つ

者がいるなど） 

○あるとよい機能 

必要に応じて、行政の介入、児童相談所、警察、福祉などの支援を求める。 

親や家族への支援が必要な場合もあるので、その場合には、本人だけではなく家庭全体へ

の支援をおこなう。 

○有効な居場所 

フリースクール、子ども食堂、無料学習塾、プレーパーク、区の施設（フレンドセンタ

ー、まなぽーと、まなぶーす）など。 

 

・発達障害や知的障害 

○あるとよい機能 

医療や福祉と連携し、必要な支援を提供する。 

支援をおこなう各所がしっかりと情報共有をおこない支援体制を整えておく。 

軽度知的障害やボーダー（70～85）の場合、見逃されがちなので、見逃さずに対応ができ

るような体制を整えておく。 

○有効な居場所 

フリースクール、区の施設（子ども発達支援センター、発達障がい者支援センターな

ど）。 

 

・家から出られない 

○あるとよい機能 

医療や福祉と連携し、必要な支援を提供する。 

支援をおこなう各所がしっかりと情報共有をおこない支援体制を整えておく。 

訪問を受け入れられる状態であれば、訪問支援の利用。 

○有効な居場所 

訪問支援。  
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・教室外登校 

○あるとよい機能 

教室外での対応は、信頼関係を構築できる、第三者や大人が対応をおこなう。 

学校以外での居場所を希望する場合には、その情報提供。 

○有効な居場所 

フリースクール、子ども食堂、無料学習塾、プレーパーク、区の施設（フレンドセンタ

ー、まなぽーと、まなぶーす）。 

 

・教室には入れるが、毎日ではない 

○あるとよい機能 

居心地が悪くならないよう、スムースに教室へ入れるような環境や雰囲気作り。 

学習の遅れが気になる場合には、個別での学習支援。 

学校以外での居場所を希望する場合には、その情報提供。 

○有効な居場所 

フリースクール、子ども食堂、無料学習塾、プレーパーク、区の施設（フレンドセンタ

ー、まなぽーと、まなぶーす）。 

 

・普段は行かないが、イベント(体育祭、文化祭、課外活動など)には参加できる 

○あるとよい機能 

居心地が悪くならないよう、スムースに参加ができるような環境や雰囲気作り。 

周囲の子どもたちや教職員の理解を得ること。 

学校以外での居場所を希望する場合には、その情報提供。 

○有効な居場所 

フリースクール、子ども食堂、無料学習塾、プレーパーク、区の施設（フレンドセンタ

ー、まなぽーと、まなぶーす）。 

 

※追記 

本人が居心地良く過ごせる場所（学習塾、習い事、地域活動、ボランティアなど）があれ

ば、有効な居場所として積極的に活用し、連携をしてみるのが良いと思う。 

また、本人だけではなく、周囲の家族に対する支援や、家族向けの相談できる場所や居場

所（不登校やひきこもりの家族会など）の情報提供もおこなえると、より良いのではない

かと思う。 


